
江戸川支部平田善信会長

職住一体の長所伸ばす

　
人
口

万
人
の
江
戸
川
区
は
、

若
い
子
育
て
世
代
が
多
く
住
居
を

構
え
る
一
方
、
事
業
所
数
も
２
万

１
０
０
０
あ
り
、
独
自
技
術
を
持

つ
製
造
業
な
ど
も
多
数
存
在
す
る

ほ
か
、
運
輸
業
は
全
国
一
の
集
積

を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
従
業
者
数
の

％
近
く
が
区
民

と
、
職
住
一
体
型
都
市
を
形
成
し

て
お
り
「
働
く
の
に
も
住
む
の
に

も
、
適
し
た
街
」
と
い
う
の
が
特

徴
で
す
。

　
江
戸
川
支
部
は
、
城
東
地
区
の

企
業
を
雇
用
面
で
支
援
す
る
「
就

職
情
報
面
接
会
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
城
東
地
区
の
高
校
、
企
業

が
参
加
し
、
年
々
そ
の
数
は
増
加

し
て
い
ま
す
。
企
業
の
人
材
確
保

が
難
し
い
状
況
下
で
、
取
り
組
み

は
非
常
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
区
と
共
催
で
経
営
や
Ｉ
Ｔ
、
金

融
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
や
説
明
会
も

実
施
す
る
ほ
か
、
産
業
と
き
め
き

フ
ェ
ア
で
モ
ノ
づ
く
り
を
支
援
す

る
な
ど
、
江
戸
川
区
を
は
じ
め
各

行
政
機
関
と
の
連
携
に
も
着
手
。

江
戸
川
区
の
長
所
を
伸
ば
す
お
手

伝
い
を
、
今
後
も
経
済
団
体
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

練馬支部横山正二会長

産業振興の拠点を開設

　
練
馬
区
は
４
月
に
区
内
初
と
な

る
産
業
振
興
の
拠
点
「
区
民
・
産

業
プ
ラ
ザ
」
を
官
民
複
合
施
設

「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｉ

コ
コ
ネ

リ

」
に
開
設
し
ま
し
た
。
練
馬

支
部
、
練
馬
産
業
連
合
会
、
練
馬

区
商
店
街
連
合
会
な
ど
の
地
域
産

業
団
体
が
集
結
し
た
た
め
、
中
小

企
業
支
援
が
強
化
さ
れ
、
区
民
・

事
業
者
の
利
便
性
や
Ｐ
Ｒ
効
果
も

大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。

　
練
馬
区
は

区
で
第
２
位
の
人

口
を
擁
す
る
住
宅
地
を
抱
え
な
が

ら
、
最
も
農
地
が
広
い
と
い
う
特

色
が
あ
り
ま
す
。
練
馬
支
部
で
は

若
手
経
営
者
の
発
掘
・
育
成
な
ど

商
工
業
支
援
事
業
に
加
え
、
地
元

工
業
高
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

就
業
体
験

や
農
協
・
観
光
協

会
と
連
携
し
た
都
市
型
農
業
の
推

進
と
い
っ
た
住
民
・
農
業
と
の
協

働
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
練
馬
区
は
日
本
ア
ニ
メ

発
祥
の
地
で
ア
ニ
メ
関
連
企
業
の

集
積
が
日
本
一
。
練
馬
ア
ニ
メ
カ

ー
ニ
バ
ル
の
開
催
や
世
界
最
大
級

の
ア
ニ
メ
映
画
祭
へ
訪
問
団
派
遣

な
ど
、
国
際
展
開
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

中野支部麻沼雅海会長

中野駅周辺再開発が進行

　
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
、
公
園
が
集
ま
っ
た
「
中
野

四
季
の
都
市
」
の
整
備
は
お
お
む

ね
完
了
し
、
今
後
は
中
野
駅
の
南

北
を
結
ぶ
連
絡
通
路
と
駅
北
口
・

南
口
の
再
開
発
な
ど
が
メ
ー
ン
に

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
さ
ら

に
街
の
様
子
は
大
き
く
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。

　
中
野
四
季
の
都
市
の
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
に
は
飲
料
大
手
の
キ
リ
ン
グ

ル
ー
プ
各
社
が
入
り
、
大
学
で
は

明
治
大
学
と
帝
京
平
成
大
学
が
キ

ャ
ン
パ
ス
を
置
き
、
早
稲
田
大
学

が
「
中
野
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
」
を
開
設
。
新
し
い
「
中
野

人
」
が
増
え
、
に
ぎ
わ
い
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
流
れ
を
中
野
区
に
根
づ

か
せ
る
に
は
、
進
出
し
て
き
た
企

業
・
大
学
と
地
域
と
の
結
び
つ
き

を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

２
０
１
３
年
６
月
に
は
区
内
の
七

つ
の
経
済
団
体
が
発
起
人
と
な
り

中
野
区
で
活
躍
す
る
企
業
や
大
学

関
係
者
を
招
き
「
中
野
四
季
の
都

市
ウ
ェ
ル
カ
ム
交
流
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
後
も
産
学
公
連
携

を
進
化
さ
せ
て
い
く
方
針
で
す
。

飾支部信川仁道会長

企業の技術、冊子でＰＲ

　

飾
支
部
は

飾
区
と
の
連
携

が
密
で
、
経
済
活
性
化
に
二
人
三

脚
で
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
区
内

は
製
造
業
の
割
合
が
高
く
、
工
場

数
は
大
田
、
墨
田
に
次
ぐ
３
位
。

金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ゴ
ム
な

ど
多
種
多
様
な
加
工
を
展
開
す
る

企
業
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
そ

う
い
っ
た
企
業
の
技
術
力
を
駆
使

し
た
製
品
や
部
品
を
、
２
０
０
７

年
か
ら

飾
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
し

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
技
術
の
詳
細
を
漫

画
冊
子
「

飾
町
工
場
物
語
」
に

ま
と
め
て
お
り
好
評
で
す
。
開
発

ス
ト
ー
リ
ー
が
分
か
る
た
め
、
購

入
促
進
や
取
引
先
と
の
関
係
強
化

に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　

年
４
月
、
金
町
地
区
に
東
京

理
科
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
で
き

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
区
の
設

置
し
た
「
産
学
公
連
携
推
進
協
議

会
」
へ
参
画
し
、
産
学
公
連
携
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
け
る
な
ど

し
て
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

　
支
部
は
ま
も
な
く
設
立

年
。

地
区
委
員
会
の
設
置
や
会
員
間
の

連
携
強
化
に
励
ん
で
組
織
基
盤
の

盤
石
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

豊島支部鈴木正美会長

街づくりの具体化進む

　
２
０
１
５
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン

の
豊
島
区
新
庁
舎
、
池
袋
駅
上
部

を
結
ぶ
東
西
デ
ッ
キ
計
画
や
造
幣

局
東
京
支
局
の
敷
地
利
用
計
画
な

ど
街
づ
く
り
の
具
体
化
が
進
む

中
、
街
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
蒲
田
と

京
急
蒲
田
を
結
ぶ
新
空
港
線
を
は

じ
め
、
空
港
ア
ク
セ
ス
の
改
善
に

資
す
る
路
線
構
想
の
実
現
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
国
際
化
と
機
能
強

化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
羽
田
空
港

と
豊
島
区
が
、
よ
り
短
時
間
で
結

ば
れ
、
相
乗
効
果
を
も
た
ら
す
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
豊
島
支
部
で
は
引
き
続

き
、
豊
島
区
に
対
し
東
京
都
「
木

密
地
域
不
燃
化

年
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
円
滑
な
実
施
、
都
市
計
画

道
路
の
無
電
柱
化
な
ど
の
各
種
要

望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
多
い
地

域
の
特
性
か
ら
「
商
業
イ
ベ
ン
ト

の
実
態
調
査
」
を
行
う
こ
と
で
、

よ
り
区
内
の
商
業
活
性
化
に
つ
な

が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し

て
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い

り
ま
す
。

渋谷支部多田修人会長

活性化へソフト面充実

　
渋
谷
区
は
２
０
１
２
年
４
月
に

商
業
・
オ
フ
ィ
ス
施
設
「
渋
谷
ヒ

カ
リ
エ
」
の
開
業
に
続
き
、
渋
谷

駅
街
区
や
渋
谷
駅
南
街
区
な
ど
で

大
規
模
再
開
発
事
業
が
本
格
化
し

ま
す
。
新
生
渋
谷
の
経
済
効
果

を
区
内
全
域
に
波
及
さ
せ
る
に
は

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、
来
街
者

の
受
け
入
れ
態
勢
や
情
報
発
信
な

ど
の
ソ
フ
ト
面
の
充
実
が
不
可
欠

で
す
。

　
そ
の
一
環
で
、
渋
谷
支
部
会
員

の
若
手
経
営
者
ら
が
中
心
と
な

り
、
「
シ
ブ
ヤ
散
歩
会
議
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
渋
谷
区
に
は
渋

谷
駅
周
辺
の
み
な
ら
ず
原
宿
・
表

参
道
、
恵
比
寿
、
代
官
山
、
広
尾

な
ど
魅
力
あ
る
街
が
あ
り
、
そ
し

て
個
性
的
な
路
面
店
、
商
店
街
が

多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報

を
集
積
す
る
Ｉ
Ｔ
産
業
の
力
を
駆

使
し
て
、
渋
谷
の
散
歩
の
魅
力
を

広
く
発
信
し
よ
う
と
い
う
試
み
で

す
。

　
渋
谷
支
部
は
「
才
気
煥
発
な
世

か
ん
ぱ
つ

界
都
市
へ
／
人
・
企
業
・
ま
ち
が

煌
め
く
渋
谷
の
創
造
」
を
ス
ロ
ー

き
らガ

ン
に
、
今
後
も
積
極
的
に
事
業

展
開
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

世田谷支部大場信秀会長

若者の雇用創出で成果

　
世
田
谷
区
は

区
で
人
口
が
１

番
多
く
、
こ
こ
数
年
、
５
０
０
０

―
６
０
０
０
人
ず
つ
増
え
て
い
ま

す
。１
月
に
発
表
さ
れ
た
経
済
セ

ン
サ
ス
」
の
東
京
都
概
況
に
よ
る

と

区
で
唯
一
、
事
業
所
数
が
前

回
調
査
よ
り
増
え
ま
し
た
。
小
売

店
舗
数
は

区
中
で
１
位
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
世
田
谷
支
部
は

２
月
に
設
立

周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
行
政
と
連
携
し
て

障
害
者
就
労
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
２
０
１
１
年
度
に
開
始
し
た

若
者
の
雇
用
創
出
と
中
小
企
業
の

人
材
確
保
を
目
的
と
し
た
「
若
年

者
・
中
小
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
は
３
年
間
に
１
５
０
人

以
上
が
内
定
し
、
就
職
決
定
率

％
を
達
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
話
題
と
し
て
は

月

日
に
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
「
世
田
谷

ナ
ン
バ
ー
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
区
内

団
体
に
よ
る
「
世
田

谷
ナ
ン
バ
ー
を
実
現
す
る
会
」
の

事
務
局
を
当
支
部
が
務
め
た
こ
と

も
あ
り
、
ナ
ン
バ
ー
導
入
を
機
に

世
田
谷
の
さ
ら
な
る
知
名
度
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

杉並支部宇田川紀通会長

区とともに振興策深耕

　
杉
並
区
は
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
の
比
重
が
高
く
、
製
造
業
が
低

い
産
業
構
造
で
す
。
商
業
は
各
駅

周
辺
を
商
圏
と
す
る
小
規
模
店
舗

の
路
線
商
店
街
が
主
体
。
杉
並
支

部
は
現
在
、
区
内
を
七
つ
の
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
て
区
や
産
業
団
体
と

と
も
に
、
地
域
振
興
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
井
草
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
、
地
域
協
議
会
を
結
成

し
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
「
花
と

緑
」
を
増
や
す
こ
と
で
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
荻
窪
で
は
昨
年
か
ら
無
料
タ
ウ

ン
情
報
誌
「
オ
ギ
ボ
ン
」
を
発

刊
。
地
元
飲
食
店
の
情
報
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
京
王

・
井
の
頭
線
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
防
犯

カ
メ
ラ
促
進
協
力
会
を
設
立
。
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
活
性
化
に
は
区
全
体
で
地
域
振

興
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

４
月
施
行
の
区
産
業
振
興
基
本
条

例
で
は
東
商
他
産
業
団
体
へ
の
加

入
を
促
進
す
る
条
項
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
今
後
も
区
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
、
振
興
策
を
深
耕
し

て
い
き
ま
す
。

東商支部会長に聞く
足立支部赤羽敬司会長

産学官連携で創業支援

　

区
の
最
北
端
に
位
置
す
る
足

立
区
は
、
事
業
所
数
が
約
２
万
７

０
０
０
あ
り
、
そ
の
８
割
が
小
規

模
事
業
者
で
す
。
区
内
出
身
や
長

年
定
住
し
て
い
る
職
住
接
近
型
の

経
営
者
が
多
く
、
地
元
同
士
の
つ

な
が
り
が
濃
い
地
域
で
す
。
２
０

１
２
年
、
北
千
住
駅
前
に
東
京
電

機
大
学
が
で
き
、
近
く
に
産
学
公

連
携
の
拠
点
施
設
も
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
施
設
は
起
業
希
望
者
に
門

戸
を
開
い
て
お
り
、
東
京
電
機
大

・
区
や
当
支
部
会
員
企
業
の
産
学

官
連
携
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　
若
手
経
営
者
や
後
継
者
の
育
成

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
足
立
支
部
青

年
部
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
若
手
経

営
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を

回
開
き
、
卒

業
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
欠
か

さ
ず
、
若
手
の
関
係
づ
く
り
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。

　

年
に
飲
食
店
業
界
活
性
化
の

た
め
「
足
立
区
新
ご
当
地
グ
ル
メ

創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
「
あ
だ
ち
冷
麺
」
や

「
あ
だ
ち
菜
う
ど
ん
」
な
ど
新
メ

ニ
ュ
ー
を
次
々
開
発
。
今
年
は
グ

ル
メ
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
場
も
計

画
し
て
い
ま
す
。

墨田支部阿部貴明会長

産業の活性化を徹底

　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
お
膝
元

と
し
て
知
ら
れ
る
墨
田
区
は
、
繊

維
関
連
や
機
械
金
属
加
工
な
ど
モ

ノ
づ
く
り
の
街
と
し
て
も
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
企
業
の
経
営
課
題
解

決
に
資
す
る
商
工
会
議
所
の
役
割

を
再
認
識
し
、
産
業
の
活
性
化
を

徹
底
し
ま
す
。

　
街
の
成
長
に
は
新
し
い
取
り
組

み
が
不
可
欠
。
墨
田
支
部
で
は
会

員
企
業
の
声
を
集
め
て
「
墨
田
区

の
中
小
企
業
対
策
・
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
関
す
る
要
望
」
を
ま
と

め
、
区
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
を
き
っ
か
け
と
す
る

観
光
振
興
や
商
店
街
へ
の
支
援
、

モ
ノ
づ
く
り
の
街
と
し
て
区
内
産

業
の
次
代
へ
の
承
継
支
援
や
製
造

業
の
技
術
・
技
能
の
認
証
制
度
の

創
設
、
京
島
・
鐘

淵
地
区
の
歴

史
的
な
街
並
み
の
保
存
、
安
全
で

安
心
な
街
づ
く
り
な
ど
を
盛
り
込

み
ま
し
た
。
区
幹
部
と
の
会
談
な

ど
を
通
じ
て
要
望
事
項
の
実
現
化

を
目
指
し
ま
す
。
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
を
見
据
え
、
多
く
の

人
が
訪
れ
て
楽
し
め
る
墨
田
区
を

官
民
一
体
で
構
築
し
ま
す
。

製品・技術をブランド化

江東支部網代良太郎会長
　
江
東
区
は
、
２
０
２
０
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
大
会
に
お
い
て
多
彩
な
競
技

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
多

く
の
来
場
者
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

役
員
企
業
な
ど
へ
「
江
東
区
の
街

づ
く
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
期
待
や
国
、

都
、
区
へ
の
要
望
」
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
て
、
３
月
末
に
区
長
と

副
区
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。
鉄
道

や
道
路
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
加

え
、
地
場
産
業
で
あ
る
木
材
の
競

技
施
設
へ
の
活
用
を
求
め
る
意
見

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
の
増
加
は
、
区
内
企
業

の
製
品
や
技
術
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

チ
ャ
ン
ス
。
区
が
、
区
内
の
企
業

や
伝
統
工
芸
品
を
認
定
す
る
初
の

取
り
組
み
、
「
江
東
ブ
ラ
ン
ド
推

進
事
業
」
に
江
東
支
部
と
し
て
も

協
力
し
て
い
ま
す
。
区
内
製
造
業

の
事
業
所
数
は

年
か
ら

年
間

で
４
割
減
少
し
て
お
り
、
区
内
の

企
業
や
製
品
・
技
術
を
ブ
ラ
ン
ド

化
し
て
訴
求
す
る
こ
と
で
、
企
業

に
と
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
が
し
や
す
い

江
東
区
と
な
る
べ
く
、
取
り
組
み

続
け
ま
す
。

板橋支部村健正会長

優秀製品・技術者を表彰

　
板
橋
区
は

区
内
で
唯
一
、
内

陸
部
の
工
業
専
用
地
域
を
持
つ
区

と
し
て
、
工
業
・
製
造
業
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
地
区
で
す
。
た
だ
、

近
年
で
は
区
内
製
造
業
関
連
の
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
現
在

で
は
ピ
ー
ク
時
の
４
分
の
１
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
か
ら
区
内
製
造

業
の
活
性
化
の
た
め
、
優
秀
な
製

品
を
表
彰
す
る
「
板
橋
フ
ァ
イ
ン

ワ
ー
ク
ス
」
事
業
と
、

歳
未
満

の
若
手
技
能
者
・
技
術
者
を
表
彰

す
る
「
板
橋
フ
ァ
イ
ン
ワ
ー
カ

ー
」
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
フ

ァ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
で
は

年
間
で

製
品
、
フ
ァ
イ
ン
ワ
ー
カ
ー
で

は
７
年
間
で
延
べ

社
１
０
４
人

を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
女
性
起
業
家
の
育
成
に
も
力
を

入
れ
、
昨
年

月
と
今
年
２
月

に
、
著
名
な
女
性
経
営
者
を
講
師

に
迎
え
た
講
演
会
を
実
施
。
両
講

演
会
に
は
約
１
０
０
人
の
申
し
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
板
橋
支
部
は
本
年
度

周
年
で

す
。
今
後
も
地
域
と
一
体
と
な
っ

て
地
域
経
済
の
発
展
に
ま
い
進
し

ま
す
。

　　 ２０１４年 平成２６年 ７月３０日 水曜日 【広告特集】 （ ）


